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第２学年 社会科 年間指導計画 

 

単元・題材 主な学習内容 

地理 第２部 
第１章 日本の姿 
 

○日本の位置や地域区分、領土等を理解する。 
 

第２章 世界と比べた日本の地域的特色 
１節 自然環境の特色 
 

○世界的視野から日本の地形や気候の特色、海洋に囲
まれた日本の国土の特色を理解する。 
 
〇国内の地形や気候の特色、自然災害と防災への努力
を取り上げ、日本の自然環境に関する特色を大観す
る。 

２節 人口の特色 
 

○世界的視野から日本の人口と人口密度、少子高齢化
の課題を理解する。 
 

３節 資源や産業の特色 
 
 

〇国内の人口分布、過疎・過密問題を取り上げ、日本
の人口に関する特色を大観する。 
 
○世界的視野から日本と世界との交通・通信網の発達
の様子や物流を理解する。 
 

４節 地域間の結びつきの特色 〇国内の交通・通信網の整備状況を取り上げ、日本と
世界の結びつきや国内各地の結びつきの特色を大観
する。 

第３章 日本の諸地域 
１節 九州地方 

自然環境を中核とした考察 
 
 
 

○地域の地形や気候など自然環境に関する特色ある
事象を中核として、それを人々の生活や産業などと関
連付け、自然環境が地域の人々の生活や産業などと深
い関係を持っていることや、地域の自然環境に応じた
防災対策が大切であることなどについて考える。 
 

２節 中国・四国地方 
   他地域との結び付きを中核とした

考察 

○地域の交通・通信網に関する特色ある事象を中核と
してそれを物資や人々の移動の特色や変化などと関
連付け、世界や日本の他地域との結び付きの影響を受
けながら地域は変容していることなどについて考え
る。 

３節 近畿地方 
環境問題や環境保全を中核とした 
考察 
 
 

 

○地域の環境問題や環境保全の取組を中核として、そ
れを産業や地域開発の動向、人々の生活などと関連付
け、持続可能な社会の構築のためには地域における環
境保全の取組が大切であることなどについて考える。 
 

４節 中部地方 
   産業を中核とした考察 

○地域の農業や工業などの産業に関する特色ある事
象を中核として、それを成立させている地理的諸条件
と関連付け、地域に果たす産業の役割やその動向は他
の事象との関連で変化するものであることなどにつ
いて考える。 

５節 関東地方 
   人口や都市・村落を中核とした考察 
 
 
 

○地域の人口の分布や動態、都市・村落の立地や機能
に関する特色ある事象を中核として、それを人々の生
活や産業などと関連付け、過疎・過密問題の解決が地
域の課題になっていることなどについて考える。 
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６節 東北地方 
   生活・文化を中核とした考察 
 
 
 

○地域の伝統的な生活・文化に関する特色ある事象を
中核として、それを自然環境や歴史的背景、他地域と
の交流などと関連付け、近年の都市化や国際化によっ
て地域の伝統的な生活・文化が変容していることなど
について考える。 
 

７節 北海道地方 
   歴史的背景を中核とした考察 

○地域の産業、文化の歴史的背景や開発の歴史に関す
る特色ある事柄を中核として、それを国内外の他地域
との結び付きや自然環境などと関連付け、地域の地理
的事象の形成や特色に歴史的背景がかかわっている
ことなどについて考える。 

第４章 身近な地域の調査 
 
 

○身近な地域の特色を理解させ地理的なまとめ方や
発表の仕方の基礎を身につける。 
 

歴史 
第３編 中世の日本と世界 
 ３節 室町幕府と下剋上 

〇元寇、日明貿易、琉球の国際的な役割について学習
することを通して、日本が東アジア世界と密接なかか
わりがあったことを理解する。 
 
〇第３編で学習したことを活用して、「中世の日本と
世界」を大観し、その特色を表現する。 

歴史 
第４編 近世の日本 
１節 中世から近世へ 
 
２節 江戸時代の成立と東アジア 
 
３節 産業の発達と元禄文化 
 
４節 幕府政治の改革と農村の変化 

〇織田・豊臣による統一事業を通して、日本の近世社
会の基礎が作られたことを理解する。 
 
〇江戸幕府の政治の特色を考えさせ、その支配のもと
に生まれた社会が、そのあと長く続いたことを理解す
る。 
 
 
〇身近な事例を取り上げてその特色を考えることを
通して、産業や交通が著しく発達し、町人文化や各地
方の生活文化が形成されたことに気づく。 
 
〇幕府の政治改革と政治の行き詰まりの原因につい
て考える。 
 
〇第４編で学習したことを活用して、「近世の日本」
を大観し、その特色を表現する。 

第５編 近代の日本と世界 
第１章 日本の近代化 
 １節 欧米の発展とアジアの植民地化 
 
 ２節 近世から近代へ 
 
３節 近代国家のあゆみ 
 
４節 立憲制国家の成立 

 
 ５節 日清・日露の戦争と東アジアの動
き 
 
６節 近代日本の社会と文化 

〇欧米諸国が市民革命や産業革命によって近代社会
を成立させて、アジアへ進出したことを理解する。 
 
〇新政府の改革の特色を考え、明治維新によって近代
国家の基礎が整えられたことや、人々の生活が大きく
変化したことを理解する。 
 
○立憲制の国家が成立して議会政治が始まるととも
に、日清・日露戦争、条約改正などによって日本の国
際的地位が向上したことを理解する。 
 
〇日本で近代産業が発展し、近代文化が形成された原
因や、それによって都市や農村の生活にどのような変
化が生じたのかを理解する。 
 
〇第５編第１章で学習したことを活用して、「日本の
近代化」を大観し、その特色を表現する。 

 


